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わ
た
し
た
ち
は
今
、
高
齢
社
会
の
中

に
あ
り
、
二
十
一
世
紀
の
半
ば
に
は
、

三
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ち
ほ
う

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者
が
増
え

る
一
方
で
、
介
護
す
る
人
も
高
齢
に
な

り
、
ま
た
働
き
に
出
る
女
性
も
増
え
る

な
ど
家
族
だ
け
で
介
護
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
は
誰
も
が
直
面
す
る
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
る
「
介
護
保
険
制
度
」
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

今
月
号
か
ら
三
回
に
わ
た
り
、
介
護

保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
い
た

し
ま
す
。
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介護保険つ

て
ジ

ど
ん
な
制
度
？

◇
介
護
保
険
の
ね
ら
い

①
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
で
す
。

②
身
近
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
に

相
談
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
福
祉
と
医
療

に
分
か
れ
、
窓
口
も
別
々
で
利
用
し
に

く
か
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

受
け
ら
れ
る
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
で

す
。

◇
介
護
保
険
の
あ
ら
ま
し

●
制
度
の
運
営
主
体
（
保
険
者
）
は
、

　
市
町
村
（
白
石
市
）
で
す
。

●
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
、
平
成
12
年
4

　
月
か
ら
で
す
。

●
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
は
、
平
成

　
1
1
年
1
0
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は
、
4
0
歳

　
以
上
の
方
で
す
。

●
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
の
場
合
に
サ

　
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

㊨護保険制度一一一シリーズ①

0
6
5
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
（
要

介
護
状
態
）
や
、
日
常
生
活
に
支
援
が

必
要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ

た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

0
4
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
初
老
期
の
痴
呆
、
脳
血
管
疾
患
な
ど

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気
に
よ
り
、

要
介
護
状
態
や
要
支
援
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
要
介
護
認
定
の
申
請
か
ら

　
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
状
態
か
ど
う

か
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
市
町
村
に
申
請
す

る
と
、
原
則
と
し
て
3
0
日
以
内
に
結
果

が
通
知
さ
れ
ま
す
。

要介護認定墓準
　　　状　態　の　目　安要介護度

日常の生活を営む能力は基本的に備わっている

が、要介護とならないようになんらかの支援を
要する。

要支援

入浴・排せつ・身だしなみ・衣服の着脱等に一

部介助を要する。
ユ護介要

　
要
介
護
認
定
で
は
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態
か
ど
う
か

だ
け
で
は
な
く
、
介
護
の
手
の
か
か
り

具
合
（
要
介
護
度
）
も
判
定
し
ま
す
。

要
介
護
度
に
よ
り
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
額
や
施
設
に
入
っ
た
場
合

の
サ
ー
ビ
ス
の
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

入浴・排せつ・身だしなみ等に一部介助・全介
助を要する。

要介護2

入浴・排せつ・身だしなみ・衣服の着脱につ

て、全介助を要する。
要介護3

入浴・排せつ・身だしなみ・衣服の着脱等全般

について、全面的な介助や見守りを要する。
要介護4

生活全般にわたって、全面的な介助を要する。要介護5

※この表は、厚生省資料で示されたものを要約したもので、確

　したものではありません。

介護保険て

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

●
家
庭
を
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
訪
問
介
護
〕

・
看
護
婦
な
ど
の
訪
問
　
〔
訪
問
看
護
〕

・
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
の
訪
問

　
　
　
〔
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〕

・
訪
問
入
浴
車
の
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
訪
問
入
浴
介
護
〕

・
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
栄
養

　
士
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導

　
　
　
　
　
　
〔
居
宅
療
養
管
理
指
導
〕

●
日
帰
り
で
通
う
サ
ー
ビ
ス

・
日
帰
り
介
護
施
設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
へ
の
通
所
〔
通
所

　
介
護
（
機
能
訓
練
、
食
事
や
入
浴

　
な
ど
）
〕

・
老
人
保
健
施
設
な
ど
へ
の
通
所
〔
通

　
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ

　
ア
）
〕

●
施
設
へ
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
短
期
入

　
所
〔
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー

　
ト
ス
テ
イ
）
〕

・
老
人
保
健
施
設
へ
の
短
期
入
所
〔
短

　
期
入
所
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

　
イ
）
〕

●
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
や
住
宅
の

　
改
修

・
福
祉
用
具
の
貸
与

・
福
祉
用
具
の
購
入
費
の
支
給

・
住
宅
改
修
費
（
手
す
り
の
取
り
付
け

　
や
段
差
の
解
消
な
ど
）
の
支
給

●
そ
の
他

・
痴
呆
性
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　
　
〔
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
〕

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
介
護

　
　
　
〔
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
〕

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
〔
介
護
老
人
福
祉
施
設
〕

●
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　
〔
介
護
老
人
保
健
施
設
〕

●
介
護
職
員
が
手
厚
く
配
置
さ
れ
た
病

　
院
な
ど
　
〔
介
護
療
養
型
医
療
施
設
〕

・
療
養
型
病
床
群

・
老
人
痴
呆
性
疾
患
療
養
病
棟

・
介
護
力
強
化
病
院

※
要
介
護
状
態
（
寝
た
き
り
、
痴
呆
な

ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
〉

の
方
は
、
在
宅
・
施
設
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
要
支
援
状
態
（
家
事
な
ど
日
常
生
活

に
支
援
が
必
要
な
状
態
）
の
方
は
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
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費
用
の
一
割
ほ

利
用
者
の
負
担
で
す

　
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

と
き
は
、
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用

の
一
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
に
入
っ
た
場
合
は
、
費
用

の
一
割
の
ほ
か
に
、
食
費
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
割
の
負
担
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
場

合
は
、
一
定
額
で
頭
打
ち
に
し
ま
す
。

特
に
所
得
の
低
い
方
の
場
合
は
、
頭
打

ち
の
額
を
低
く
し
て
負
担
が
重
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
（
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
）
。
ま
た
、
所
得
の
低
い

方
に
つ
い
て
は
施
設
に
入
っ
た
場
合
の

食
費
も
低
く
し
ま
す
。

保
険
粉
翻
を
0
継
醐
か
・

【
6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
】

　
高
齢
者
の
方
々
に
も
原
則
と
し
て
、

す
べ
て
の
方
に
所
得
に
応
じ
た
保
険
料

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。●

市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
保
険

　
料
の
基
準
額

　
高
齢
者
の
保
険
料
は
、
住
ん
で
い
る

市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
応
じ
た
も

の
に
な
り
ま
す
。
施
設
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
が
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
て
い
る
市
町
村
で
は
保
険
料
は
高
く

な
り
ま
す
。
反
対
に
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い

市
町
村
で
は
保
険
料
が
低
く
な
り
ま
す
。

　　　　　　【保険料の納め方1

●65歳以上の方　　　●40歳から64歳までの方

「ハ　 ヘ

墾’ぐ。参
㌧・）・一

へ
。
ヤ

＝
〉
）

’
．
4

嫌保聯

医療保険分
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医療保険料

1つの保険料として
　　納めます

医療保険料に上のせ

2つの保険料を
　納めます
原則年金天引き

●
保
険
料
の
納
め
方

　
老
齢
・
退
職
年
金
が
月
額
一
五
、
○

○
○
円
以
上
の
方
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金
額

が
月
額
一
五
、
0
0
0
円
に
満
た
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
な
ど
に
よ

っ
て
市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
4
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
方
の
保
険
料
】

　
医
療
保
険
の
保
険
料
と
し
て
一
括
し

て
徴
収
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
計
算
の

仕
方
や
額
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る
場
合

・
保
険
料
は
給
料
に
応
じ
て
異
な
り
ま

　
す
。

介
護
保
険
を
広
域
で
進
め
る
た
め
に
、

　
介
護
保
険
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
制
度

で
す
が
、
介
護
保
険
の
事
務
を
効
率
的

に
行
う
た
め
に
は
、
隣
接
す
る
い
く
つ

か
の
市
町
村
が
協
力
し
て
広
域
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
有
効
で
す
。

●
要
介
護
認
定
の
共
同
実
施

　
平
成
1
1
年
1
0
月
か
ら
始
ま
る
要
介
護

認
定
を
公
平
に
行
う
た
め
に
、
白
石
市

を
含
め
た
仙
南
2
市
7
町
で
は
、
介
護

認
定
審
査
会
の
事
務
を
共
同
で
処
理
す

る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
メ
リ
ッ
ト

①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
な
ど

で
構
成
す
る
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員

の
確
保
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
隣
接
す
る
市
町
と
の
認
定
に
格
差
が

生
じ
ま
せ
ん
。

③
要
介
護
認
定
の
事
務
を
効
率
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
保
険
料
の
半
分
は
事
業
主
が
負
担
し

　
ま
す
。

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
の
被
扶
養

　者の分は、

各
健
康
保
険
の
被
保
険

　者が

皆
で
分
担
し
て
く
れ
る
の
で
、

　新たな

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

　合

・
保
険
料
は
所
得
や
資
産
等
に
応
じ
て

　異なり

ま
す
。

・
保
険
料
と
同
額
の
国
庫
負
担
が
あ
り

　
ま
す
。

・
世
帯
主
が
、
世
帯
員
の
分
も
負
担
し

　
ま
す
。

共
に
支
え
る
ま
ち
・
し
ろ
い
し

　
　
　
　
　
　
『
介
護
保
険
制
度
説
明
会
』

　
平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険

制
度
の
概
要
を
説
明
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
最
寄
り

の
会
場
へ
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
自
治
会
、
各

種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
学
習
会
要
請
に
つ
い
て
は
、
随
時

出
向
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

　
白
石
市
民
生
部
保
険
課
介
護
保
険
係

　
宙
2
2
1
1
3
6
1

　
　
　
　
一
　
　
［
　
　
　
　
一

　開催日　　開催場所
　5月17日（月）　越河公民館（体育館）

　5月18日（火）　斎川公民館（集会室）

5月19日（水）　大平公民館（集会室）

5月20日（木）　大鷹沢公民館（集会室）

5月21日（金）　白川公民館（スポーツ室）

　5月24日（月）　福岡公民館（大ホール）

5月25日（火）　深谷公民館（集会室）

　5月26日（水）　小原公民館（大ホール）

　5月27日（木）　鷹巣コミュニティセンタ

　5月28日（金）　城東コミュニティセンタ

　5月31日（月）　中央公民館（大ホール）

　6月1日（火）　城北コミュニティセンタ

※開催時問は全会場、午後2時からです。

　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
介

護
保
険
制
度
を
運
営
し
て
い
く
う
え

で
、
要
介
護
高
齢
者
等
に
対
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作

成
す
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
と
な
る
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
を

図
る
た
め
、
第
2
回
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
が
実
施
さ
れ
ま

す
。●

日
時
7
月
2
5
日
（
日
）
1
0
時
～

●
場
　
所

　
東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス

●
受
験
料
七
、
三
五
〇
円

　
　
　
　
　
（
消
費
税
込
み
）

●
受
験
資
格

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健

婦
、
看
護
婦
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
資
格
を
持
ち
、

そ
の
資
格
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る

（
従
事
し
た
方
）
、
ま
た
は
高
齢
者
等
に

対
す
る
相
談
援
助
業
務
や
介
護
業
務
に

従
事
す
る
（
従
事
し
た
）
方
で
、
一
定

の
実
務
経
験
（
5
年
ま
た
は
1
0
年
以
上
）

を
有
す
る
方

●
お
申
し
込
み
期
限
　
5
月
31
日
（
月
）

●
受
験
申
込
書
　
県
内
の
市
町
村
役
場

（
区
役
所
）
、
県
福
祉
事
務
所
、
保
健
所

の
窓
口
な
ど
で
配
付
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
宙
0
2
2
1
2
2
5
－
8
4
7
6

介護サービスを受けるまでの手続きの流れ

　
、
、
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一
・家庭を訪問するサービス
・Eil帰りで通うサービス
・施設への短期入所サービス
・福祉用具の貸与や住宅の改修など

00
田

①
ロ

O
の3

。
　
口

　
Φ

・特馴養護老人ホーム
・考ン㌧保健施設

・療養型病床群など

●直接申し築夢蒐できます

●直接申し込みもできます

要
介
護
認
定

　
　
　
》

．
f
陣

　
勲
一
、
．
漆

鐸
」
ー
鳶
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四
月
七
日
、
水
芭
蕉
の
森
開
園
式

る
雪
の
中
で
行
わ
れ
た
。
積
雪
の
中

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
水
辺
の
白
い
妖
精
は
既
に

転
々
と
姿
を
見
せ
て
い
た
。

　
開
園
式
に
当
た
っ
て
、
私
は
次

の
よ
う
に
挨
拶
を
し
た
。

　
「
浄
瑠
璃
に
『
こ
こ
ら
辺
り
は

や
　
が

山
家
故
、
雪
の
あ
る
の
に
花
が
咲

く
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
詩
に
そ
っ
く
り
の
開
園
式
と

な
り
ま
し
た
．
、

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
水
芭
蕉
の

森
の
先
に
ど
う
だ
ん
の
大
群
生
が

あ
り
、
こ
れ
を
『
ど
う
だ
ん
の
森
』

と
名
付
け
、
本
年
度
中
に
整
備
が

完
成
し
ま
す
。
水
芭
蕉
の
森
は

三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、
ど

う
だ
ん
の
森
も
ほ
ぼ
同
じ
三
・
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
つ
ぽ
み
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
お
り

最
盛
期
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
ど
う
だ

は
降
り
し
き
　
　
も
い
っ
ぱ
い
に
開
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
オ
ー
プ
ニ
　
　
と
こ
ろ
で
私
は
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芭
蕉
の
森
が
昨
日
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
時
か
ら
、
あ
る
テ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
ビ
の
全
国
版
で
紹
介
さ

　
　
　
　
　
　
ク
　
」
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
一
　
ア
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

　
　
　
　
の
ト
　

レ
　
て
、
多
く
沼
然
を
愛

　
　
　
　
臨
雛
講
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
島
県
白
石
市
』
と
テ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
プ
が
流
れ
て
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
。
放
送
局
に
厳
重

、
水
芭
蕉
が
　
　
に
抗
議
を
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
困
り

ん
の
森
の
花
　
　
ま
す
ね
、
」
と
言
わ
れ
た
。

　
全
く
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
白
石
市
を
し
ら
い

レ
と
い
う
人
が
多
い
の
で
、
何
と
か
正
確
に
読
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
林
真
理
子
さ
ん
作
詞
の

「
白
石
子
守
唄
」
の
作
曲
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
驚

く
な
か
れ
二
千
曲
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
そ
の

審
査
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
の
に
、
福
島
県
は
な

い
で
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ん

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
市
は
破
綻
し
た
日
東
ラ

イ
フ
が
経
営
す
る
白
石
ス
キ
ー
場
の
寄
付
を
受
け

た
が
、
リ
フ
ト
と
か
施
設
に
老
朽
化
し
て
い
る
部

分
が
あ
り
、
こ
れ
は
改
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
出
費
を
最
小
に
抑
え
る
た
め
、
借
金
の
元
利
の

八
○
％
が
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
（
国
が
負
担
を

し
て
く
れ
る
）
最
も
有
利
な
辺
地
債
の
指
定
を
受

け
る
た
め
に
今
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
る
が
、
こ

の
管
理
運
営
を
ぜ
ひ
N
P
O
（
民
問
非
営
利
団
体
）

に
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
た
。

　
ど
う
し
て
N
P
O
か
と
い
う
と
、
第
一
に
、
N

P
O
の
会
員
が
数
多
く
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
が
自
ら
の
ス
キ
ー
場
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
つ
と
同
時
に
、
自
然
保
護
の
重
要
さ
や
観
察
の

楽
し
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
。

　
次
に
、
日
東
ラ
イ
フ
の
和
議
の
報
道
で
自
石
ス

キ
ー
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。

イ
メ
！
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
一
つ
の
方
法
が
、

全
国
で
も
初
の
N
P
O
に
よ
る
管
理
運
営
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
的
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な

っ
て
情
報
発
信
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
た

だ
で
マ
ス
コ
ミ
が
宣
伝
し
て
く
れ
れ
ば
、
集
客
に

大
き
な
力
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
N
P
O
に
よ
る
ス
キ
ー
場

運
営
に
は
い
ろ
い
ろ
困
難
を
伴
う
で
あ
ろ
う
が
、

全
国
的
な
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
い

な
い
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
N
P
O
の
名
前
は

「
不
忘
ア
ザ
レ
ア
」
と
決
ま
っ
た
と
い
う
。

　
ア
ザ
レ
ア
と
は
つ
つ
じ
の
こ
と
で
あ
る
。
ス
キ

ー
場
の
上
の
箕
輪
平
に
は
素
晴
ら
し
い
ど
う
だ
ん

つ
つ
じ
の
群
生
が
あ
る
し
、
一
本
か
二
本
、
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
白
つ

つ
じ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
潮
つ
つ
じ
も
数
多
く

見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
不
忘
ア
ザ
レ
ア
は
同
じ

不
忘
の
山
裾
に
つ
な
が
る
ど
う
だ
ん
の
森
も
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
N
P
O
不
忘
ア
ザ
レ
ア
の
全
市
民
的
な
発
展
を

こ
よ
な
く
願
う
も
の
で
あ
る
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

豊か㈱識、経験を生かに

　4月8日、いきいきプラザでシル

バー人材センターの開所式が行われ

ました。シルバー人材センターは、

健康で意欲のある高齢者に短期的・

臨時的な就業の場を提供し、地域の

発展に寄与することを目的として運

営される公益法人です。現在、白石

市シルバー人材センターには、自分

の知識や経験、技術や技能を生かし

て働きたいという高齢者156名が会員

として登録されております。

　この日は、川井市長直筆による看

板が銭谷理事長の手でいきいきプラ

ザ正面玄関に掲げられました。

コイの引っ越しも大変！

春の川干しが行われた4月10日の

早朝、沢端川でボーイスカウト白石

第一団の隊員らによるコイの避難と

清掃奉仕が行われました。

甥羅…垂筆讐1鹸．
　　　　　　　　　∫’
　　　．、騒‘鰯』琶ヤ
　　く．・卜一／一、釜　　、㌃美
　　マ・』．．　　7一』羨

　　萎…簿灘

　　　鞠　　、蛤
水位が下がった沢端川を、胴長を

付けた参加者が次々とコイをすくい

上げ、川の一角にあるいけすに保護

しました。約100匹のコイを保護し終

わったところで、子供たちによる清

掃が行われ、長靴を履いた参加者が

半年間の汚れを取り除いていました。

スパッシュランドで自己目標1こ挑戦！！

醸爵

スパッシュランドしろいしでは、

水泳を無理なく長く続けていただく

ために、利用者ご本人に遊泳距離の

目標を立ててもらい、その目標達成

者へは記録証を発行することにして

おりましたが、第1号が3月23日に

誕生しました。

第1号となったのは、自己目標の

延べ遊泳距離5万メー1・ルを泳いだ、

福岡長袋にお住まいの荒井幸江さん

です。荒井さんは、「健康増進のため

に目標を持つことで張り合いができ、

泳ぎ続けることができました。今後

さらに距離を延ばしたい。」と、張り

切って話されました。

抹茶のお味はいかが？

4月4日、子供たちに茶道の世界

を体験してもらう「子ども茶会」が

古典芸能伝承の館「碧水園」の茶室

で開催されました。今回で8回目と

なった子ども茶会には、小学生ら

150人が参加。子供たちは、白石茶道

会の先生からあいさつの仕方などの

手ほどきを受けたあと、お友達が運

んできたお茶を一気に飲み干し、抹

茶の味を堪能したようです。

楽しく資源のリサィクル

　　　　　｝てく

　3月21日、いきいきプラザ2階リ

サイクルプラザで、50名の親子が参

加して「親子リサイクル教室」が行

われました。

初めに、市内の主婦河村文子さん

と太田ヨシ子さんが「私のリサイク

ル体験」と題し、食用廃油をリサイ

クルして石けんを作り、家庭から出

る排水で川を汚さないようにしてい

ることや、生ゴミを利用して肥料を

作り、家庭から出るゴミを減らす努

力をしていることなどを発表しまし

た。この後、参加者は再生紙やリサ

イクル石けん、牛乳パックを利用し

ての小物作りに挑戦しました。

無事故の願いをはがきに

市内の小学生が交通事故防止を呼

びかけるメッセージを書いたはがき

を郵便局で取りまとめ、おじいちゃ

ん、おばあちゃんなど、知り合いの

高齢者のお宅に配達する「さくらメ

ール作戦」の出発式が4月7日、白

石郵便局で行われました。真心のこ

もった1，500通のはがきを積んだ郵便

局の赤い14台のバイクは、一斉にス

タートしていきました。

　　　い

置蟹籟課鯉
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　　　卿一ノレ
　　　薯

雪景色に映える湿原の貴婦人

春の雪が蔵王の山々を覆った4月

7日、県内有数のミズバショウの群

生地で、自然散策コースとしても人

気を集めている、市内深谷地区の

「水芭蕉の森」が開園しました。

　二礪r…贈・f‘諺孕（｝
　　　　　　1　　　ト

　　臓’ギモ｝．い　〆
諦　　　 ’｝一議ゆ

平成3年のオープン以来、初めて

雪の中の開園となりましたが、テー

プカットが終わると、散策者が3．5㌶

の園内に一斉に入り、5㌢ほど積も

った木道から、真っ白な世界に顔を

のぞかせた森の妖精の可憐な姿を眺

めていました。

スポーツで好成績

解
醜
『
陣

腫
冒
馴

L
麟
」

　3月30日、市役所で吉見教育基金

顕彰者表彰式が行われました。これ

は、平成9年3月に閉園した学校法

人吉見学園さんから、市に寄付をい

ただいたものを基金とした吉見教育

基金の運用益を利用して、市内小中

学校児童生徒の文化・スポーツに顕

著な方々を表彰するものです。

今回表彰されたのは、白石中学校

女子剣道部、東中学校新体操部の2

団体と4個人で、顕彰状および記念

品が贈られました。



市
民
文
芸
機
灘
藁
饗
講
騰
印
馨
刀
糠

高
橋
辰
男
選

病
院
の
バ
ス
を
待
ち
つ
つ
桜
木
に
群
れ
て
鳴
き
交
う

小
鳥
見
て
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

銀
盃
と
総
理
署
名
の
慰
労
状
今
届
き
た
り
五
十
年
経
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
伝

山
元
町
の
い
ち
ご
出
荷
の
写
真
撮
り
土
産
に
大
粒
の

い
ち
ご
も
ら
ひ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

　
　
　
う
ず

お
と
と
し
に
埋
め
し
ま
ま
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
早
春
の
陽

に
黄
の
あ
ざ
や
け
し
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

雪
ど
け
に
黒
土
持
ち
上
げ
水
仙
の
黄
の
花
や
さ
し
春

を
さ
さ
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

風
強
く
行
っ
た
り
来
た
り
の
春
の
色
澄
む
青
空
に
小

さ
き
雲
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

縁
側
で
春
の
陽
を
浴
び
童
謡
を
歌
え
ば
た
の
し
子
猫

よ
り
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

植
え
替
え
て
つ
ぼ
み
持
ち
た
る
君
子
欄
我
流
の
手
入

れ
に
見
事
咲
く
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
　
貞
子

活
花
の
つ
と
め
終
え
た
る
赤
目
柳
挿
木
を
す
れ
ば
蕾

ふ
く
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

去
る
秋
に
植
え
し
水
仙
風
花
の
舞
う
陽
だ
ま
り
に
蕾

い
だ抱

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

囲
一
首
目
。
鳴
き
交
わ
す
小
鳥
た
ち
と
同
化
し
た

よ
う
な
安
ら
か
な
ひ
と
と
き
。
二
首
目
。
ど
ん
な
業
績

か
は
と
も
あ
れ
「
五
十
年
経
て
」
に
容
易
な
ら
ぬ
感
慨

と
重
み
あ
り
。
三
首
目
。
い
ち
ご
産
地
の
山
元
町
で
の

交
流
は
よ
い
思
い
出
づ
く
り
に
な
っ
た
と
思
う
。
今
月

は
春
の
到
来
を
告
げ
る
歌
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

遠
藤
秋
尾
選

農
を
継
ぐ
初
心
忘
れ
ず
卒
業
す

初
午
の
臨
時
の
巫
女
で
あ
り
に
け
り

三
浦
愛
嶺

山
家
弘
子

吹
き
つ
ゴ
く
蔵
王
颪
の
彼
岸
寒
　
　
佐
藤
　
周
子

八
＋
路
な
る
夫
に
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
　
日
下
　
　
文

父
母
の
連
夜
の
苦
心
雛
の
段
　
　
　
　
岩
澤
　
伍
峯

温
か
や
杖
も
つ
我
に
笑
む
少
女
　
　
　
伊
藤
　
光
子

待
ち
合
す
橋
の
訣
の
猫
柳
　
　
　
　
　
高
橋
　
正
雄

誕
生
日
孫
に
祝
は
る
ス
イ
ト
ピ
ー
　
高
子
た
ち
ば
な

堆
肥
ま
く
農
婦
き
り
り
と
頬
か
ぶ
り
　
川
村
　
静
恵

手
よ
り
手
へ
渡
し
え
ん
じ
ゅ
の
雛
納
め
　
大
庭
　
良
子

圖
一
句
目
。
農
を
継
ぐ
若
者
が
少
な
い
ご
時
世
に

卒
業
す
れ
ば
農
業
に
意
欲
を
燃
や
す
若
者
で
あ
る
。

二
句
目
。
竹
駒
神
社
で
あ
ろ
う
か
、
臨
時
の
巫
女
が

面
自
い
。
三
句
目
。
蔵
王
お
ろ
し
は
昨
日
も
今
日
も

吹
く
。
彼
岸
が
過
ぎ
れ
ば
暖
か
く
な
る
と
期
待
を
込

め
て
の
彼
岸
寒
で
あ
る
。

「
作
句
の
ポ
イ
ン
ト
」
季
語
は
一
つ
に
。
五
七
五
の

十
七
音
で
。
ふ
り
が
な
は
で
き
る
だ
け
つ
け
な
い
。

近
江
孫
太
郎
選

こ
の
扉
開
く
勇
気
が
あ
り
ま
す
か
　
　
草
野
　
　
清

孫
生
ま
れ
萎
え
た
乳
房
が
婆
き
出
す
　
立
身
　
幸
子

子
に
残
す
光
る
一
語
が
見
つ
か
ら
ぬ
　
片
岡
　
鶴
子

ど
ち
ら
か
が
耐
え
て
夫
婦
の
和
を
保
ち
　
佐
藤
　
武
雄

子
の
人
生
見
失
わ
せ
る
親
の
エ
ゴ
　
　
一
條
　
芳
子

薫
風
が
女
の
四
季
を
狂
わ
せ
る
　
　
　
清
水
　
享
子

編
み
針
が
正
直
す
ぎ
て
寮
く
指
　
　
　
一
条
は
る
志

ひ
と
つ
風
呂
浴
び
て
明
日
の
夢
を
追
い
芝
玄
太
郎

亡
き
母
に
似
て
き
て
遺
伝
の
因
果
知
る
　
大
沼
　
妙
子

花
よ
り
も
先
に
ダ
ン
ゴ
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
　
鈴
木
　
希
市

［
騨
］
一
句
目
。
「
こ
の
扉
は
」
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
扉

だ
ろ
う
か
？
「
叩
け
よ
さ
ら
ば
開
か
れ
ん
」
の
意
は
、
「
迷

わ
ず
積
極
的
な
行
動
を
と
れ
ば
お
の
ず
と
道
が
開
か
れ
る
」

　
　
　
　
　
た
い
え
い

の
例
え
だ
が
、
と
か
く
退
嬰
的
に
な
り
が
ち
な
現
代
人
の

尻
を
叩
か
せ
た
警
句
と
し
て
評
価
し
た
い
。
秀
句
。
二
旬

　
　
ひ
だ

目
。
女
心
の
襲
を
詠
ん
だ
情
念
句
と
し
て
評
価
。
原
句
は

　
　
　
う
ず

「
昔
に
か
え
り
胸
疹
く
」
だ
が
、
添
削
句
の
よ
う
に
す
る
と
、

女
の
情
念
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
佳
句
。
三
句

目
。
「
子
に
残
す
光
る
一
語
」
は
作
者
の
発
見
で
あ
り
、
子

の
未
来
を
思
う
親
の
心
情
が
胸
を
打
つ
。
財
貨
を
残
す
こ

と
よ
り
も
、
確
固
た
る
生
活
信
条
を
与
え
た
い
。
佳
句
。

　　　　　　　ワコーヒーブレーク⑭

山田乳業　株式会社

　　　岩間千恵さん（村田町124歳

醒
4轟

．
．
¢

》仕事について

　現在の会社に勤めるようになって、はや6カ月

がたち、仕事もだいぶ身についてきました。

　また、職場の人たちとも触れ合いながら、毎日

楽しく働いています。

》夢や目標

　常に前向きで、いろんな人の意見を聞いて、自

分自身をもっと磨くことです。

》理想のタイプ

　ー緒にいて安らげる人、頼りがいのある人

そして思いやりのある人

饗園嚢翻輸謁⑫）

〉代表者

斎藤英一さん

　＞管理公園

寿山公園

　　　（1，550nf）

　公園内には西宮神社という氏神様があるので、

常に清掃をし、草刈りや周辺雑木の枝切りに力を

入れています。毎年1月14日のどんと祭でのしめ

縄、松飾り焼却後の後始末には年々苦労を増して

おります。

　公園は地元住民の共有財産であり、遊園地でも

あることから地元の皆様にお願いします。春から

夏にかけての草刈りや遊園地部分の雑草除去、ま

た、秋の落ち葉散乱の掃き集め作業…　　など、

ボランティア奉仕に心がけてもらえればありがた

いと思っています。

纏って枇体をリフレッシ典

〆腱藤　略藤鰍

　女声コーラス「コールリバー」は、

市民合唱団として親しまれてきました

が、昨年か5サークルとして活動を始

め豪した。

　指導者は中学校の先生で、オペラ歌

手としても、合唱団の指導者としても
　　は名を馳せている佐々木隆行先生です。

先生の根気強いこ指導のおかげで、昨

年は3部合唱に挑戦し、ハーモニーの

美しさを味わいました。歌う楽しさだ

けでなく、先生のお話やバリトンの素

晴らしい歌声が聞けるのも楽しみの一

つです。メンパーは18名で、歌の合

間には、お茶あり、笑いありの楽しい

サークルです。

　皆さんも歌を歌って、心と体をリフ

レッシュしてみませんか？　歌うこと

が好きな方なら誰でも入会できます。

苺月第2、第4土曜日10：30から中央

公民館で練習しておりますので、お気

軽にいらしてください。

★蓋　　　　★
舗銭．P』嗣

療《・・　　　　、

盆羅璽罫

八一ストビル便り

Fγom　S加kuちゃん

窪
噺

翅

　写真はオーストラリアの公衆電話です。

　日本のようにボックスになっているのではなく、ただ

仕切られている構造になっています。機能は日本と同じ

で、硬貨またはテレホンカードを使いますが、こちらと

日本の大きな違いといえば、オーストラリアで一通話に

使う料金が市内通話で40セント（約30円）で、なんと通

話時間が無制限だということ。つまり、後に使用する人

がいない限り話し放題なのです。もっとも、たくさんの

人が利用する公衆電話で長電話することの方が無理なの

でしょうが・
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国
民
年
金
か
ら
～
免
除
申
請
の
手
続
き
は
お
旱
め
に
ー
・

年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

万
一
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
、
母
子

家
庭
に
な
っ
た
と
き
の
「
遺
族
基
礎
年

金
」
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
未
納
に
し
な
い
で

市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
宙
2
2
1
1
3
1
2

春
の
交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
（
自

営
業
、
農
漁
業
、
学
生
な
ど
）
は
、
自

分
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
、
長
い
加
入
期
間
中
に
は
、

け
が
や
病
気
、
失
業
な
ど
の
理
由
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
本

人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
理
由
に
よ
っ
て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
）

　
免
除
さ
れ
る
期
問
は
、
免
除
申
請
を

し
た
前
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
平
成
十
年
度
に
免
除
申
請
さ

れ
て
、
今
年
度
も
継
続
し
て
免
除
を
希

望
さ
れ
る
方
も
、
忘
れ
な
い
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
学
生
の
場
合
は
学
生
証
（
別

居
の
と
き
は
ア
パ
ー
ト
等
の
賃
貸
契
約

書
の
写
し
）
が
必
要
で
す
。

　
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

老
後
生
活
の
支
え
で
あ
る
「
老
齢
基
礎

仙
南
消
防
本
部
か
ら
～
1
1
9
番
通
報

『
去
年
の
い
た
ず
5
』

一
、
七
〇
〇
件

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
　
五
月
十
一
日
（
火
）
か

ら
二
十
日
（
木
）
ま
で
の
十
日
問

●
運
動
の
重
点
目
標

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
促
進

・
飲
酒
、
暴
走
等
無
謀
運
転
の
追
放

　
例
年
四
月
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
こ

の
運
動
で
す
が
、
本
年
は
五
月
に
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
、
白
石
市
で
は
二
件
の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
、
二
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
や
救
急
・

救
助
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
1
1
9
番
通
報
は
、

消
防
本
部
の
通
信
指
令
室
で
直
接
受

け
、
各
消
防
署
に
出
動
の
指
令
を
出
し

て
い
ま
す
。

　
1
1
9
番
通
報
の
う
ち
、
い
た
ず
ら

や
間
違
い
通
報
が
平
成
十
年
の
一
年
間

に
、
一
、
七
〇
〇
件
も
あ
り
ま
し
た
。

災
害
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止

め
る
た
め
に
も
、
い
た
ず
ら
や
間
違
い

通
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
1
1
9
番

通
報
が
で
き
る
よ
う
に
、
電
話
の
近
く

に
住
所
・
世
帯
主
名
・
電
話
番
号
・
目

標
物
を
明
記
し
た
も
の
を
貼
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
火
事
の
情
報
や
、
消
防
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話

番
号
が
、
平
成
九
年
十
二
月
か
ら
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な

　
ま
た
、
県
内
に
お
い
て
の
昨
年
の
死

者
数
は
、
百
七
十
七
人
で
、
一
昨
年
よ

り
十
人
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
」
実
現
の

た
め
、
市
内
に
お
い
て
よ
り
一
層
の
交

通
安
全
思
想
の
普
及
と
意
識
の
高
揚
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
運
動
期

間
中
の
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
生
活
環
境
課

　
宙
2
2
－
1
3
1
4

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

面
0
1
8
0
1
9
9
2
1
1
2
3

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
仙
南
消
防
本
部

　
宙
0
2
2
4
－
5
2
1
1
0
5
0

県
民
総
ぐ
る
み
暴
走
族
根
絶
の

県
条
例
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
四
月
一
日
か
ら
「
宮
城
県
暴
走
族
根

絶
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
条
例
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
市
内
に
お
い
て
も
暴
走
族

を
絶
対
に
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
願
い
ま
す
。

【
条
例
の
概
要
】

◎
県
の
モ
デ
ル
事
業
や
市
町
村
の
各
種

　
施
策
の
実
施

◎
中
学
校
、
P
T
A
で
の
暴
走
族
加
入

　
阻
止
教
室
の
実
施

◎
ガ
ソ
リ
ン
販
売
業
者
の
暴
走
族
車
両

　
へ
の
給
油
自
粛
等
事
業
者
の
努
力
義
務

◎
タ
ク
シ
i
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
運
転
者

　
の
1
1
0
番
通
報

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
生
活
環
境
課

　
宙
2
2
1
1
3
1
4

『
風
営
適
正
化
法
』
及
び

－
部
改
正
に
つ
い
て

『
同
法
施
行
条
例
』
の

等
の
風
俗
関
連
営
業
を
「
店
舗
型
性
風

俗
特
殊
営
業
」
と
し
、
今
回
新
た
に
規

制
の
対
象
と
な
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ヘ

ル
ス
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
等
通
信
販
売

業
等
の
「
無
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
」

及
び
「
映
像
送
信
型
性
風
俗
特
殊
営
業
」

と
合
わ
せ
、
「
性
風
俗
特
殊
営
業
」
と

呼
ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
性
風
俗
特
殊
営
業
は
、

条
例
で
定
め
る
特
定
の
地
域
で
は
広
告

物
の
表
示
、
ビ
ラ
の
頒
布
等
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

②
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
の
緩

　
和

　
条
例
で
定
め
る
特
定
の
地
域
で
は
、

午
前
零
時
以
降
午
前
一
時
ま
で
風
俗
営

業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
十
年
五
月
八
日
に
「
風
俗
営
業

等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
が
、
ま
た
、
平
成

十
年
十
二
月
二
十
二
日
に
は
、
「
風
俗
営

業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
の
一
部
が
そ

れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、
平
成
十
一
年
四
月

一
日
（
一
部
平
成
十
年
十
一
月
一
日
）

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
し
い
こ
と
は
白
石
警
察
署
生
活
安
全

課
　（宙251

2
1
3
8
）
ま
た
は
、

宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

（
盆
0
2
2
1
2
2
1
－
7
1
7
1
内

線
3
2
1
8
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

①
性
風
俗
特
殊
営
業
に
関
す
る
規
制
の

　
強
化

　
現
行
の
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
、
モ
ー
テ
ル

　
　
　
　
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

A
．
白
石
市
の
国
保
税
は
8
期
制
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
4
月
に
は
1
期
～
3

期
分
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

「
暫
定
賦
課
」
と
呼
ば
れ
る
仮
の
税
額

で
前
年
の
税
額
の
3
／
8
と
な
っ
て
い

ま
す
。
「
本
賦
課
」
と
し
て
8
月
に
送

期
～
3
期
分
を
差
し
引
き
調
整
し
た
税

額
で
す
。

　
4
月
に
新
た
に
国
保
に
加
入
さ
れ
た

方
の
前
年
の
税
額
は
わ
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
4
月
に
は
賦
課
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
確
定
し
た
税
額
を
8
月

か
ら
の
4
期
～
8
期
の
5
回
で
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
市
税
務
課
宙
2
2
1
1
3
1
3

児
童
手
当
か
ら

★
限
度
額
以
上
に
な
り

　
認
定
却
下
と
な
っ
て
い
た
方
へ

　
児
童
手
当
の
所
得
要
件
が
六
月
か
ら

変
わ
り
ま
す
。
平
成
十
年
分
の
所
得
金

額
等
に
よ
り
認
定
し
ま
す
の
で
、
所
得

オ
ー
バ
ー
で
認
定
却
下
と
な
っ
て
い
た

方
で
該
当
す
る
方
は
、
五
月
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、
六
月
一

日
で
］
番
下
の
お
子
さ
ん
が
三
歳
に
達

し
て
い
る
場
合
は
、
受
給
資
格
が
あ
り

※
5
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
2

期
・
固
定
資
産
税
第
1
期
・
軽
自
動
車

税
の
納
付
月
で
す
。
納
期
内
納
付
に
こ

協
力
く
だ
さ
い
。

※
納
税
は
口
座
振
込
が
便
利
で
す
。

ま
せ
ん
。
）

※
国
民
年
金
加
入
者
で
認
定
却
下
と
な

っ
て
い
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
厚
生

年
金
等
に
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
は
、
特
例
給
付
と
し
て
手
当
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
総
務
係
2
2
1
1
3
1
2

鯛譲蝶灘鵬轍麟一翻1
〈
昨
年
の
市
政
懇
談
会
風
景

了
多
．
「

、
次
　
第

｝”
　
開
　
姿

あ
い
さ
つ

ー
，
市
政
転
告

…
　
行
疏
懇
談

一
閉
会

｝　
　
　
吐
酬

鞭

一
く
叩

悔
、

直
『

、
鐵

」
り

＼
　
．

　白石市は、市民総参画による市政　　様の生の声をお聞きしようとするも

の発展を図るため、本年度も市民の　　のです。

方々との対話を特に重視した市政懇　　　この市政懇談会のトークの中で得

談会「市民と市長のふれあいトーク」　た市民の皆様の貴重なご意見、ご提

を開催します。　　　　　　　　　　言等をこれからの市政に反映させて

　この市政懇談会は、自治会長さん　　いこうとするものです。5月の市政

を通じてお寄せいただいた事前の提　　懇談会は下表のとおりですので、各

言事項の集約をもとに、市長が先頭　　地区の皆様お誘い合わせご参加くだ

になって各地区を訪問し、市民の皆　　さるようお願いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

　開催場所

市役所大会議室

市役所大会議室

鷹巣コミュニティーセンター

開催時間

午後7時

午後7時

午後7時

　開催月日

5月19日（水）

5月25日（火）

5月26日（水）

　自　治　会　名
南町、中益岡、東益岡

本町、中町、長町、清水小路、寿町

寿山、緑が丘

地区

白石

　市政懇談会は各地区の要望を受け付ける場所ではなく、市民の皆様の生

の声をお聞きし、意見交換をする場所です。　　その成果をこれからの市

政に反映していこうとするものですので、ご理解ご協力のほどよちしくお

願いいたします。



市民の皆様へ

　　　5月のこみ収集日について（お知らせ）
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目となります．）

不燃こみ

第4／火

第4／月

第4／金

第4／木

第4／金

第4／月

第4／水

区　　　　分

資源・ビン類

第2・第5／火

第2・第5／月

第2・第5／金

第2・第5／木

第2・第5／金

第2・第5／目

第2・第5／水

こ　　　　み

資源・缶プラ

第1・第3／火

第1・第3／目

第1・第3／金

第1・第3／木

第1・第3／金

第1・第3／月

第1・第3／水

可燃こみ

火・金

月・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　地　　　区（地　域　名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）

　　　（大鷹沢田中）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

　　　（鷹巣）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成11年5月の収集日は下記のようになります。
　　※兄日．により又　日が…　になることがありま　ので、確認のうえ、ごみを出してくださ㌧

不燃こみ

25

資源・ビン類

　　11

資源・缶プラ

　　18

　　　　　　　可　燃　こ　み

7・11・14・18・21・25・28

　地区名
越河・斎川・大平

2410・3117

28147・21

27136・20

③・6・10・13・17・20・24・27・3

※③は可燃ごみのみ収集します

大鷹沢・自川・小下倉

大鷹沢田中

福岡・小原

28147・21

2410・3117

③・6・10。12・13。17・19・20・24

26・27・31

※③は可燃こみのみ収集します

市街・東北本線東側

（白石工業高校側）

鷹巣

2612197・11・12・14・18・19・21・25・26
28

市街・東北本線西側

　（白石市役所側）

◆お願　い
1．こみは収集日を守り、必ず収集日の朝8時30分までに出してください。
2．生こみは、十分に水分を切ってから出してください。

3．ペットボトルは燃やさないで、資源こみとして出してください。
4．スプレー缶は中身を使い切ってから穴をあけ、資源こみとして出してください。

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
1，こみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

2．他の自治会筥理の集積所への持ち込みはしないでください。
　◎仙南リサイクルセンターでは、（盈33－2225）では、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30

　　～11：30）に受け付けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先　市生活環境課　宙22－1314

◆
ご
み
収
集
車
の

　
　
火
災
防
止
に
つ
い
て

・
集
積
所
に
出
さ
れ
た
ご
み
に
よ
る
も

　
の
と
推
定
さ
れ
る
収
集
車
の
火
災
が

　
続
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

　
に
注
意
し
、
ご
み
を
出
す
よ
う
お
願

　
い
し
ま
す
。

①
可
燃
性
ガ
ス
入
り
ス
プ
レ
ー
缶
等
に

　
つ
い
て
は
、
使
用
後
、
底
に
穴
を
あ

　
け
、
ガ
ス
を
抜
き
資
源
ご
み
に
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

②
携
帯
コ
ン
ロ
、
簡
易
コ
ン
ロ
で
使
用

　
し
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
使
い
切

　
っ
た
あ
と
、
底
に
穴
を
あ
け
、
ガ
ス

　
を
完
全
に
抜
い
て
か
ら
、
資
源
ご
み

　
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
不
用
に
な
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
方

　
式
の
携
帯
コ
ン
ロ
、
簡
易
コ
ン
ロ
は

　
ボ
ン
ベ
を
外
し
て
か
ら
不
燃
ご
み
と

　
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
不
用
に
な
っ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石

　
油
コ
ン
ロ
は
、
点
火
用
の
電
池
を
外

　
し
、
残
っ
て
い
る
石
油
を
完
全
に
抜

　
い
て
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
。

　
※
粗
大
ご
み
は
、
収
集
し
ま
せ
ん
の

　
で
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
宙
3
3
－
2
2
2
5
）
に
直
接

　
搬
入
す
る
か
、
市
許
可
業
者
に
依
頼

　
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ラ
イ
タ
ー
は
、
可
燃
性
の
液
体
、
ガ

　
ス
を
完
全
に
抜
い
て
か
ら
、
不
燃
ご

　
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＝
▼

目

「鼻血の原因と

　　　　止血法」

柴
原
医
院

院
長

柴
原
勝
平

■　
鼻
血
。
突
然
出
て
び
っ
く
り
し
ま
す

が
、
普
通
は
外
傷
、
け
が
が
多
い
で
す
。

交
通
事
故
で
、
頭
蓋
低
骨
折
で
鼻
か
ら

出
血
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
供
の

場
合
は
、
ア
デ
ノ
イ
ド
の
病
気
が
あ
る

と
き
や
、
い
た
ず
ら
で
お
も
ち
ゃ
を
鼻

の
中
に
入
れ
た
と
き
。
内
科
的
な
病
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
劇
よ
ろ

（
紫
班
病
、
白
血
病
）
や
、
悪
性
腫
瘍

　
　
茄
扇

（
鼻
の
癌
）
等
で
も
出
血
し
ま
す
。
女

性
で
は
、
月
経
の
と
き
に
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
原
因

不
明
の
鼻
血
も
あ
り
ま
す
。
原
因
不
明

の
鼻
血
は
、
鼻
の
入
り
口
近
く
の
粘
膜

（
キ
ー
セ
ル
バ
ッ
ハ
部
位
）
か
ら
の
出

血
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
場
合
は
、

指
で
鼻
を
強
く
つ
ま
ん
で
止
ま
る
こ
と

マ
騎

讐　
　
　
　
藁
、

が
多
い
の
で
す
。
静
か
に
横
に
な
っ
て
、

鼻
は
冷
や
し
て
、
う
つ
ぶ
せ
か
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
体
位
を
と
り
ま
す
。
こ
の
状
態

で
も
鼻
血
が
止
ま
ら
な
い
と
き
は
、
出

血
場
所
が
さ
ら
に
奥
の
場
所
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
医
師
に
ま
か
せ
た
方
が
よ

　
　
　
　
　
　
い
ん
と
う
　
　
　
び
く
う

い
で
し
ょ
う
。
上
咽
頭
か
副
鼻
腔
が
考

え
ら
れ
、
出
血
点
を
薬
で
腐
食
し
た
り
、

　
　
　
　
し
ょ
う
し
ゃ
く

電
気
メ
ス
で
焼
灼
し
た
り
、
ガ
ー
ゼ
タ

ン
ポ
ン
を
入
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
け
っ
さ
つ

は
鼻
に
来
る
血
管
を
結
紮
し
た
り
、
副

鼻
腔
を
手
術
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
鼻
の
粘
膜
の

炎
症
で
出
血
し
や
す
い
の
で
、
風
邪
を

引
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
1
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
ー

のしむ

z

々子いな

、虫歯を早く治しτ
　　メタソ〃をもらおうノ

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6カ

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

　今回の3歳6カ月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね里
佐藤　晴輝くん　　　（大平森合）　　　　　佐々木菜都ちゃん　　（寿山）

山内　　花ちゃん　　（大平中目）　　　　　齋藤　　圭ちゃん　　（南町）

遠藤　康哉くん　　　（城南）　　　　　　　佐藤　智輝くん　　　（福岡長袋
制野　瑞樹くん　　　（旭町）　　　　　　　近藤　優衣ちゃん　　（束町）

加藤　舜也くん　　　（斎川）　　　　　　　佐藤　勇紀くん　　　（旭町）

手塚　歩華ちゃん　　（越河）　　　　　　　大浦　美咲ちゃん　　（松ケ丘）

大内　啓太くん　　　（福岡長袋）　　　　　太田　千尋ちゃん　　（八幡町）

高山　宙希くん　　　（福岡長袋）　　　　　我妻　太郎くん　　　（大平森合
金子　実鈴ちゃん　　（大鷹沢三沢）　　　　菊地　洋平くん　　　（福岡長袋

　　　　　　　　しちコ

麹醗騨翻　　　　　　　　　　　　　曝

沖
司

～1響
ゴ［曳㌻

r麹
隔

署
　
　
　
蔦
題

藁
夢藁

蕩脚、

需
1・嗣



宙26－3004
圃26剛3505

移動図書館こまくさ号巡回日程表（毎月定期巡回）

週

第

1

固

第

2

周
一

第

3

周
｝

第

4

圃

躍紅

火

水

木

金

火

水

木

金

火

水

木

金

火

水

木

金

地区名

小原
岡百

田

臼　石

福岡

福岡

白石

自　石

白石

福　岡

福岡

小原
福　岡

白　石

越河

小原
全地区

白　川

白　川

小原

福岡

越河

小原
白　石

白　石

白石

大平

小原
全地区

大鷹沢

大鷹沢

小原

越河

越河

駐車場名
小原小学校

長峰分校

白石第二小学校

三本木（大槻宅前1

深谷小学校

寿山教員住宅

寿山南公園前

自石第二小学校

八宮分校

福岡小学校

小原小学校

三住分校

城南団地

南中学校

小原小学校

配　　本

白川第一ニュータウン

白川小学校

小原小学校

不忘分校

越河小学校

小原小学校

東大畑・前田様

緑が丘県営アバート

観音崎住宅

大平小学校

小原小学校

配　　本

園忘不

大鷹沢小学校

小原小学校

元越河郵便局前

越河駅前

斎川　　斎川小学校

時　　　間

午前10：00～午後3：00

午前10：20～午前10150

午前11：20～午前11：40

午後2120～午後2：50

午後3100～午後4；00

午前10：30～午前11：00

午前11：10一午前11：30

午後1100～午後4：00

午前10：00～午前11：00

午後2130～午後4100

午前10：00～午後3：00

午前10：20一午前10；50

午後2；10～午後2：30

午後3：00～午後4：00

午前10：00一一午前工2；OO

午前9：00～午前11：50

午後2100～午後2120

午後2：30～午後3：30

午前10：00～午後3100

午前10：20～午前11：00

午後2：20～午後3：30

午前10：00～午前12：00

午前10：20一午前10：30

午前10；40～午前11100

午後1：30～午後2：00

午後2120一午後3：30

午前10：00～午後3：00

午前9：00～午前11150

午後2：00～午後2：20

午後2：30～午後3；30

午前10：00一午前12100

午前10：20一午前10：40

午前10：50一一午前11120

午後

話電

29－2026

24－8345

25－3578

25－3536

25・3578

24－5877

25・3359

29－2026

24－8342

28－2013

29－2026

27－2103

29－2026

24－8344

28－2008

29－2026

25－3709

29－2026

25－3518

25－3714

29・2026

：30一一午後3：30　　　　　25・2704

備　　　考

5号小原保育圃
（偶数月）

特号東保育園

5号小原公民館
小原小・中学校

　　貸出

1・3号便

特号配本岡部宅

2・4号便

※都合により日程等が変更になる場合がありますので、毎目の図書館だよりをご覧ください。

こ 片倉家中武家屋敷「旧小関家」宙餌2162

武家屋敷催事『端午の節句展』

●開催期間

　5月5日（水）まで
　（9：00～17：00）

●共催
　（財）白石市文化体育振興財団

●入場料　通常の武家屋敷観覧料で

ご覧いただけます。

●内容
・宮城昭守氏による刀剣の展示

・五月人形の展示

・笹巻きの実演と試食

（5月1日（土）10＝00～12：00）

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会社会教育課

文化財係　宙22－1343

ばひ

LIBRARY　NEWS
　★今月の書棚★

　　一夢霧竃さ黛5謝’

1．音楽　3．映像
4，出版・編集　5．ファッション

6．ゲーム

　　■新着図書案内30選■

5．

10、

11．
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図説　風水大全　リリアン・ツゥー著

続・寂聴ほとけ径一私の好きな寺

　　　　　　瀬戸内寂聴著
湯とりっぷ　みちのく　河北新報社編

湯とりっぷ　みちのく一マニア編

　　　　　　河北新報社編
古地図散歩　中山道・奥州道

　　　　　　高橋洋二編
盲導犬誕生　　　　　　　平野隆彰著

植物の顕微鏡観察　　　　井上勤監修

季語辞典　　　　　　　　大後美保編

ひと目でわかる　医者にもらって効く

無駄な薬　　　　　　　米山公啓著
パパとおじいちゃんの育児の本

　　　　　上林山けい子著
ローコストで見つけたわが家

　　　　　　成美堂出版編
こどものリサイクル手芸　ブティ・ソク社編

晩ごはんのおかず　　　婦人生活社編

だれでもかんたん　ふわふわ色鉛筆

　　　　　　　磯恭子著
詩画集　小さな祈り　　吉永小百合編

3行で決める文章術　　　野村正樹著
遅咲きの梅　　　　　　内海隆一郎著

会津残照譜　　　　　　　　星亮一著

濫のなかの子　　トリィ・ヘイデン著

血の伯爵夫人　1・II

　　　アンドレイ・コドレスク著
世界のおまつり

　バーナバス・キンダスリーほか著
ゴミとつきあおう　環境ホルモンがわ

かる本　　　　　　桐生広人ほか著
3さいのおはなし　　　世界文化社編
迷路　ゲームプック　世界地図

　　　　　　　横山験也著
おばけの飼いかた　育てかた

　　ジェラルド・ホークスリー作絵
魔女の友だちになりませんか？

　　　　　　　村山早紀作
ぼっこ　　　　　　　　　富安陽子作

はらっぱのおはなし　松井スーザン作

父さんの納屋　　　　　　　アビィ作

オリエンテーリングフォークラリー

　　　　　　　師岡文男著

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時
5月の休館日

　3日、4日、5日、10日、｛7日、
24日、31日（月末休館日）

キ
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②
鶏
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肉
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な
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入
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ぜ
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半
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冷
め
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入
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続
け
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④
青
菜
は
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で
し
、
冷
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に
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り
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気
を
切
っ
て
食
べ
や
す
い
長
さ
に
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る
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⑤
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を
ど
ん
ぶ
り
に
盛
り
、
具
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り
よ
く
の
せ
紅
生
姜
を
添
え
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘルスメイト白石

　材料4人分
米………………3カップ
鶏挽肉………一……200g

・撒欄灘
卵一一。一一一一。”一・一2イ固

・b・1饗三1三儲

青菜／塩……一100g／少々

紅生姜……・………適宜

鈴木鷹子さん
　　　（大平）
　　　　　／
　　　　　！
　　　　　！
　　　　／　　　　／
　　　！

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ

い
」
と
家
庭
に
訪
問
さ
れ
て
応
じ
た
と

こ
ろ
、
本
当
の
目
的
は
浄
水
器
の
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
販
売
で
あ
り
、
浄
水
器

な
ど
を
契
約
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
言
っ
て
消
費
者
の

警
戒
心
を
取
り
除
い
て
訪
問
し
、
実

は
商
品
を
売
り
つ
け
る
商
法
。
こ
の

よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
十

分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
】
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ

し
い
と
業
者
が
来
訪
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
「
浄
水
器
」

「
水
道
水
」
「
ゴ
ミ
問
題
」
「
環
境
」
「
携
帯

電
話
」
な
ど
。
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

た
ら
お
礼
と
し
て
浄
水
器
を
無
料
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
「
抽
選
で
浄
水
器
が
当
た

る
」
と
い
う
例
や
、
来
訪
で
な
く
電
話

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
後
、
後
日
業

者
が
来
訪
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
後
、
話
を

聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
浄
水
器
の
契

約
を
さ
せ
ら
れ
た
。
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
別
の
高
額
な
浄
水
器
を
契
約
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、
浄
水

器
は
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
が
長

期
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。
（
7
年
分

の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
代
月
々
2
、
7
0
0

円
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
総
額
必
万
円
）

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
ア
ン
ケ
ー
ト
と
言
っ
て
来
訪
し
て

も
、
当
初
の
目
的
と
は
違
う
販
売
勧

誘
を
す
る
業
者
は
信
用
し
な
い
方
が

よ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
後
に
商
品
の

契
約
を
勧
め
ら
れ
て
も
必
要
が
な
け

れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る
。
ま
た
、
無
料

で
商
品
が
も
ら
え
る
か
ら
と
い
っ
て

容
易
に
業
者
の
話
に
乗
ら
な
い
こ
と
。

　
訪
問
販
売
で
浄
水
器
や
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
契
約
し
た
場
合
は
、
書
面
（
契
約

書
）
の
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
8
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条

件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
過
ぎ
て
も
販
売
方
法
な

ど
に
問
題
が
あ
れ
ば
解
約
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
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合
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生
活
環
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い
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プ
ラ
ザ
内
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旨

浄水器のアンケート商法
『無料でアンケート』というセールストーク

励

品　　目

食パン
食用油
み　　そ

うるち米

牛　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　　び

にんじん

ね　　ぎ

国産牛肉

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（食用調合油1ポリ容器入り、1，鵬

1kg袋又は力孤り（高級品は除く1、だし入呵

離県産ひとめほIUOO％1α㎏151gは獺可1

14、紙パック入り
ロース、チルド、100

赤身、鵬鵬用園まだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cm、10D

普通品1k
普通品1k
ロース、チルド、100g

平均価格

　113

対前年同月比

328－　30
246

2，265

158

223

469

930

199

564

353

　高値
　　1288
　　358
　　295
　2，550
　　16845

　　248
　　670
　　980
　　200
　　830
　　448

安値

　98
298

198

目
癩
蜘
剴

　
ン
店
配

　
口
油
油

品
プ
蝦
蠣

1，980「軽　油

　　ガソリン148

　　洗濯用洗剤198

　　シヤンプー268

　　ビデオテープ880

　　クリーニング198

　　チーズ298

　　鶏　卵258

一般家庭用、10薗
　規　　格

184
182
14、店頭価格、現金売り
14、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末1，2k（1．5kでも可｝

液体、ポンプタイプ、700～780”12

VHS、録画時間120分、スタンター11タイフ、3巻糧、換算可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日：平成11年4月1日

　　　　　高値　　　　　　　安値　　対前年同砒平均価格

　　　　　5，600　　　　　　　5，300　5，466　　　＋133
　　　　　　　　540　　　　　　720　613　　　183
　　　　　　810　　　　　　　　650　738　　　　48
　　　　　　　　72　　　　　　76　　74－　3

　　　　　　　　92　　　　　　93　　92　　　　6
　　　　　　398　　　　　　　　398　398　　　＋　34
　　　　　　798　　　　　　　　638　691
　　　　　　　　598　　　　　　697　658
　　　　　　　　98　　　　　　150　126　　　＋　4
　　　　　　　　328　　　　　　348　341
　　　　　　　　170　　　　　　175　173
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臼石市文化体育活動センター〔キューブ〕謡…垂二握器
5月の休館日　7・14・21・28日

〕 白石市情報センター〔アテネ〕 開館時問

水～日曜日9：00～17：00

5月の休館日　（毎週月・火曜日）

6・10・11・17・18・24・25・31日

宙22－1500　圃22－1502

小原孝の夕べ
　おなじみの歌謡曲や最新のヒット

曲などを自由自在なピアノ曲として、

楽しく聞かせてくれます。

●日　時　5月22日（土）

　　　　開場17：30、開演18：00

●料　金　全席指定4，000円、（税込）

　　　　※学割チケット2，000円

●司会・お話　三枝成彰

●出演小原孝（ピアノ）

2周年記念コンサート　～モーツァルト・レクイエム～

　ホワイト・キューブ2周年記念コ

ンサートは、その成立史においてミ

ステリアスなべ一ルに覆われてきた

モーツァルトのレクイエムをお贈り

します。

●日　時　6月27日（日）

　　　　開場15：30、開演16：00

●料　金　全席指定5，000円（税込）

●指　揮　大友直人

●出演澤畑恵美（ソプラノ）、

坂本朱（アルト）、福井敬（テノール）、

佐々木隆行（バリトン）、オルガン／

井上圭子、管弦楽／新日本フィルハ

ーモニー交響楽団、合唱／キューブ

合唱団

●プログラム

　モーツァルトレクイエムニ短調

　チャイコフスキー交響曲第5番ホ短調

新体操教室生徒（男女）募集

　2001年みやぎ国体の新体操競技会

場・キューブであこがれの新体操を

始めませんか？

●対象幼稚園・保育園の年長

　　　　～中学2年生

●練習日時　毎週土曜日　14100～

●場所キューブ・アリーナ
●入会金　1，000円（保険料）

●月会費

①Aコース4，000円（14：00～16：00）

男女、②Bコース5，000円（14：00～

17＝00）女子のみ

　アテネキッズのホームページに、

「デジタルしんぶん」が掲載になり

ました。読むだけではなく、見てい

る人が参加できるような新聞にした

いと思い、パソコンで絵を描いたり、

ホームページを作って紹介したりす

るスペースを設けました。学校がお

休みの日や時間があるときに、お子

ホワイト・キューブHP開設のお知らせ

　3月からホワイトキューブのホー　　グルームの利用状況」などがインタ

ムページを開設しました。「イベン　　　ーネットから見ることができますの

1・情報」や「アリーナ・トレーニン　　で、ぜひご利用ください！

　　　　　　　　　http：／／www．area．city．shh℃ishi．miyagijp／cube／

目図＝凹　cubeOO1＠area．ci呼shiroishLmiyagijp

託児サービスの開始1

　キューブ主催のコンサートにつ

き、託児を行います（要予約）。

●対象3歳～小学校低学年

●料金無料
●時　間　開場時刻～終演時刻

●予　約　開催日の1週間前まで

　3階・マルチメディアバザーには、

インターネットコーナーとマルチメ

ディアコーナーがあります。

　インターネットコーナーには6台

のパソコンが用意されており、1時

間210円で自由に使うことができます。

　お料理のレシピやガーデニング、

お子さんと一緒に好きなキャラクタ

ーのことなど、自分の興味のある情

報を探してみてください。専用線で

インターネットに接続されています

ので高速に情報を取り出すことがで

さんと一緒にパソコンで作ってみて

はいかがでしょうか。載せたいもの

があるときは、3階・マルチメディ

アバザーの受付へご持参ください。

遠くに住む親戚の方やお知り合いの

方に、インターネットを通じて交流

を図る機会にもなります。

　楽しい作品をお待ちしています。

きます。

　マルチメディアコーナーでは、ワ

ープロや表計算、静止画や動画の編

集ができるパソコンがそろってお

り、自由に使用することができます。

また、家庭などで撮ったビデオを編

集する装置もあり、無料（一部有料

のものもあります）で使用できます。

ご利用の際は白石市図書館との共通

利用者カードを受付に提示してくだ

さい。
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自石市情報センターのホームページURL

http：／／www，city．shiroishi．miyagijp／

athens／

アテネキッズのホームページURL

http：／／www．city．shiroishi．miyagijp／

athens／kids

スパッシュランドしろいし 宿29－2326
圃29－2328

5月の休館日

　　　12日（水）、26日（水）

◇第7回宮城県スプリント・スイム

リレーフェスティバル

　〔5月16日（日）〕

◇仙南地区高校水泳競技大会

　〔5月30日（日）〕

※上記大会当日は、プール・トレー

ニングルーム・2階大広問のご利

用はできません。ご了承願います。

白石市働く婦人の家・女性政策室 　宙25－6593
圃。露25－5095

各教室募集中です
ホームヘルバー講
2，暑　ロ　普…生

5月の休館日　3・4・5・9・17・23・30日

O水泳教室
　月曜日（午前の部10：30～11：30）

・火曜日（午前の部10：30～11：30）

　　　　（夜問の部18：30～19：30）

・金曜日（午前の部10＝30～11：30）

O温泉教室（10130～14：30）

Oエアロどクス教室
・火曜日（夜問の部18：30～19：30）

・土曜日（午後の部15：00～16100）

Oアクアどクス教室
・木曜日（午前の部10：30～11：30）

※各教室とも受講料は1クール3，000円です。

古典芸能伝承の館　碧水園盆．齪与794g

程に出席できること）

●場所白石市働く婦人の家、仙
台医療福祉専門学校、総合福祉セン

ター、市内施設など

●お申し込み　5月6日（木）から

受け付けますので、ご来館または電

話でお申し込みください。

●募集人数　30名

●受講料無料
※ただし、テキスト代（9，500円）、

　傷害保険料（400円）は各自負担

◎　いきいぎプラザ

5月の休館目

3・6。10・17・24・31日

碧水園茶会 「野村狂言
よろず

万の会」白石公演
●出演野村万之丞、小笠原匡、

　　　　野村晶人、橋本勝利ほか

●後援
　自石市、白石市教育委員会

●お問い合わせ先

　ウェルパフォーミングアーツマネジメント

　宙022－371－3955

●日程5月24日（月）～

　　　　8月10日（火）19日間

5月24・31日／6月2・8・14・18・22・

28・30日／7月2・3・4・9・10・23日

／8月10日
※このほか、2日間の施設実習と1

日の訪問実習あり。

●内　容　104時間

　　　　（講義・実技実習・実習）

●受講資格対象者

　3級資格取得者で現在勤労者か、

勤労予定の方（カリキュラムの全課

　若葉香る碧水園で、初めての方も

気軽にお茶を楽しめます。

●日時　5月5日（祝）

　　　　10；00～15＝00

●お茶券　400円

●日　時　5月5日（祝）

　　　　12：30開場、13100開演

●場　所　碧水園能楽堂

●公演内容

・和泉流狂言「鐘の音」、「佐渡狐」

　レクチャー＆デモンストレーション

●チケット　3，500円（全席自由）

特別講座「親子で作ろう！笹巻きづくり」受講生募集

6月8日（火）10：00～12：00

畠つね先生
自石市働く婦人の家

無料（ただし、材料費の

●募集人員　15組（お父さんと一緒、

お孫さんと一緒でも大歓迎！）

●お申し込み　5月10日（月）から

受け付けますので、ご来館または電

話でお申し込みください。

宙22－1635

5月の休館日6・10・17・24・31日

「リサイクルプラザ」からのお知らせ

★リサイクル教室

「牛乳パックで作るペン立て」

●日　時　5月19日（水）9：30～

●場所白石市いきいきプラザ

　　　　2階リサイクルプラザ

●持参する物

　1召の牛乳パック4本、包装紙

●参加費無料

　参加希望者は、いきいきプラザヘ

電話（肉22－1635）でお申し込みくだ

さい。

●日時
●講師
●場所
●参加費

み自己負担、親子で1，000円程度）

　リサイクルプラザに、資源のリサ

イクルについて実践・啓蒙するボラ

ンティアグループ「まんさく」が誕

生しました。

　捨てればゴミ、活用すれば資源を

合言葉に楽しく活動を始めました。

皆さんもぜひご参加ください。



　　　　硬

唾

不欝筆が、商開

　南蔵王山ろくの「不伐の森」39㌶に

は、雑木林やアカマツ林が広がり、

森の中を散策できる歩道や展望広場

があり、ヤマブキ、ヤマツツジなど

が植えられています。

小原温泉あ

至遠刈田温泉

　　　　　　　　

　①藝

駅
石
　
　
　
島

白
　
　
　
　
　
　
畠

東
北
自
動
車
道

　
　
　
　
　
陽

　
　
　
　
　
南

ラ
至

　5月上旬ごろ、市の花ヤマブキが

黄金色に咲き誇ります。蔵王連峰の

雄大な風景を望みながら、さわやか

な自然空間を楽しんでみませんか。

●お問い合わせ先

　白石市農林課林務係　宙22－1253

　（白石市農林振興センター内）

　　　　石郵便局からの

　　　　お知らせ

冑し嶋郵便憾輝壷につ験て

　4月20日より、身体障害者の福祉

に対する国民の理解と認識をさらに

深めることを目的として、「青い鳥

郵便はがき」を発行しています。

　この郵便はがきは、一般に販売す

るほか、重度の身体障害者（1級・

2級）の方へ、ご希望により1人に

つき20枚を無料で差し上げます。

●受付期限　5月31日まで

●お申し込み方法　郵便局備え付け

の所定の用紙にてお申し込みください。

（代理人による申し込み可〉

●お問い合わせ先

　白石郵便局郵便課　宙25－2743

ぺ塞魏習会・第2回ぺタンク大会の

轍∠ク叢懸
●日　時　6月5日（土）雨天決行
（受付9：30、講習会10：00～15：00）

●会　場　白石川緑地公園

　　　　（ソフトボール場）

●主催白石レクリエーションサークル遊遊

●参加費　①日本ペタンク連盟初心

者受講コース2，000円（受講料、資

料代）、②日本ペタンク連盟公認審

判員受講コース6，500円（受講料、

資料代、認定試験料、会員登録料）

●定員30名
●締め切り　5月21日（金）

麟晒購、1●日　時　6月6日（日）雨天決行

（受付8：00、開会8：30、競技9：00～

15：00）

●会場白石川緑地公園
　　　　（ソフトボール場）

●参加資格　小学生以上

●主催白石レクリエーションサークル遊遊

●参加費　1人200円

●定　員　100チーム（先着順）

※チームが組めないときは、当方で

調整しますので、お1人でも申し込

みできます。

●競技方法　①ペアーズ戦（男女混

合可）②大会ルールで定める以外は

国際ペタンク連盟のルール適用③13

点先取したチームを勝ちとする④リ

ーグ・トーナメント結合形式で行う

●表　彰　優勝、準優勝、3位（2

チーム）を表彰する。

●締め切り　5月21日（金）

●以上のお問い合わせ・申込先

　白石市健康センター内

　健康推進課　保科　面22－1362

　　　国一斉ウォークラリー大会に
　　　参加してみませんか PECPEATION

　（財）日本レクリエーション協会で

は、コース図に従って白石城周辺を

4～7km歩き、途中の設問を解き

ながら、チームで歩くウォークラリー

を開催します。

●日時　5月16日（日）
　　　　（受付8：30～9：30）

●集合場所　臼石川緑地公園

●参加費　1人200円

　　　　石ユネスコ協会

　　　　国際料理教室

　白石ユネスコ協会の平成11年度事

業の一環として、市内在住の外国人

の方に料理教室の講師を依頼し、料

理を通してお互いを理解しながら、

世界平和の輪を広げようとするもの

です。ぜひ参加してみませんか1

●参加申し込み

　1チーム3名～5名とします。

・大会当日、チーム単位で参加申し

　込みを受け付けます。

●その他　参加者全員に各種記念品

を用意、弁当・雨具持参

●お問い合わせ先

　白石市健康センター内

　健康推進課　保科　宙22－1362

　　　ルスパイオニアタウン事業

　　　第8回市民グラウンドゴルフ大会
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5月16日（日）9＝40～

自石市中央公民館

日下フランシスカさん

フィリピンの家庭料理

1，000円

30名

（定員になり次第締め切ります。）

●お申し込み・お問い合わせ先

　白石市中央公民館

　宙26『2453　　圃24－5377

楽し融な輝駄侮力づ《◎鞍1
●日時　6月12日（土）8：30～

●場所白石川緑地公園地内

●種目
　①団体の部（6人構成）

　②個人の部

　　ジュニアの部（中学生以下）

　・オープンの部

　　シニァの部（60歳以上）

●お申し込み方法

　申込書に記入のうえ、5月31日ま

でに市教育委員会社会教育課体育振

興係宙22－1343へお申し込みくださ

い。

輝いています。今のあなた
★

平成11年度
「8020よい歯のコンクール」応募者募集

　日本歯科医師会では、来るべき高

齢化社会に向けて豊かな食生活を楽

しめるよう、80歳で自分の歯を20本

以上残そうという8020運動を展開中

です。

　白石歯科医師会では、歯の衛生週

間に合わせて「8020よい歯のコンク

ール」を行い、年を取っても何でも

食べられる健康な方を応援します。

　あなたの近くに、お手本となるよ

うな歯っがゆ癒人いませんか？ご応

募お待ちしています。

●主催白石歯科医師会
（後援：白石市、蔵王町、七ヶ宿町）

●対　象　4月1日現在、満70歳以

上で、歯が20本以上（C4を除く）で

健康状態の良好な方

●応募方法白石刈田地区の歯科医

院、診療所の窓口にある応募用紙に、

住所、氏名、年齢、電話番号を記入

のうえ、歯科検診を受けていただき

ます。（検診は無料です）

●締め切り5月22日（土）

●表　彰　入選者は最優秀賞・優秀

賞・入選の区分により6月12日（土）、

キューブで行われる「歯の健康教室」

の席上で表彰します。なお、発表は

応募者各自にはがきにて通知しま
す。

●お問い合わせ先

　千木良クリニック　宙26－1131

鷹巣土地区画整理組合から
宅地分譲（保留地処分）のお知らせ

O今回分譲区画数　48区画

O敷地面積　199．32㎡～508．85㎡

O販売価格（1区画）

　8，850～25，493千円

●お申し込み受付期間・時間

　5月6日（木）より随時

　・平日9：00～17：00

　・土曜日　9：00～12：00

　（ただし第1、第3土曜日のみ）

第3回わんぱく相撲
仙南場所出場選手募集

●開催日　6月6日（日）

（受付8：00～9二〇〇、開会式9：30～）

●開催場所　蔵王町立宮小学校

●出場資格　仙台市以南の宮城県内

各市・町に在住または在学する小学

3～6年生の男子

●申込締切　5月14日（金）必着

●お申し込み・お問い合わせ先

く大会事務局＞宙244555

　社団法人　白石青年会議所

　〒989－0256　自石市本鍛冶小路13

　（ただし、月～金の10：00～15：00）

※お申し込みには、必ず保護者の同

　意が必要です。

●お申し込み方法　自石市鷹巣土地

区画整理組合事務局から所定の申込

用紙の交付を受けて、住民票抄本1

通を添えてお申し込みください。

●お問い合わせ先

　白石市鷹巣字荒屋敷前33－1

　白石市鷹巣土地区画整理組合事務局

　薗25－8020

エアロビクスサークル

会員募集

　私たちと一緒に心地よい汗をかい

てみませんか！初心者大歓迎です1

●対　象　市内に居住、または勤務

している方

時
所
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日
場
会
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毎週月曜日19：00～20：30

白石市中央公民館

月額2，000円

佐藤真奈美先生

●お申し込み先

　大宮宅宙090－8788－7465

　（月～土曜日の17：30～21＝00）

δ
5

4

白石市医師会訪問看護ステーション

パート訪問看護婦募集

●資格
　看護婦、准看護婦の有資格者で、

訪問看護に意欲を持っている方

●年　齢　40歳ぐらいまでの方

※勤務条件、給与等の詳細は面談の

　うえ、決定します。

●お問い合わせ先

　白石市医師会事務室

　宙25－0882　　圃24－5359

白石サッカースポーツ少年団

団員募集1！

☆サッカーに興味がある人

☆サッカーが好きな人

☆サッカーがもっとうまくなりたい人

●練習場所　白石第二小グラウンド

●練習日　毎週土・日曜日

●対象小学1年生～6年生
　　　　（男女は問いません）

●お問い合わせ先

　白石サッカースポーツ少年団親の会

　会長　佐藤芳徳　宙25－5657

大平サッカークラブ会員募集

　一緒にサッカーをやりませんか。

サッカーを通じて青少年の健全育成

を目的に活動しています。

●対象小学1～6年生の男女
●練習日　月6回程度

　　　（土曜日2回、日曜日4回）

●場　所　大平小学校

●お問い合わせ先

　親の会　半沢　面26－3483

　監督小関盆25－8533

白石バドミントンクラブ

会員募集

●日　時　毎週木曜日19：00～21：00

●場所大平小学校体育館
●会　費　月額1，000円

（入会時はスポーツ保険1，400円、

ワックス代1，000円）

●お申し込み先

　佐久間俊夫　宙25－6802



5月2日

内科広瀬医院面25・0238
外科　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　高橋歯科医院面26－3543

5月3日

内科　水野内科クリニック露25－2736

外科　橋　本　医　院宙25－1616

歯科　富岡歯科医院宙24－4362

5月4日

内科海上医院宙25－1501
外科　銭　谷　医　院面25－2010

歯科　村上歯科医院薗26－2678

5月5日

内科　梅津内科医院宙24－3571

外科宮城医院面25－2062
歯科　三沢歯科クリニック面25－6483

5月9日
内科　　引地泌尿器科内科クリニック宙26－2823

外科　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　岩田歯科医院宙25－2191

5月16日

内科　塚本内科消化器科医院宙26・1026

外科　刈田病院宙25－2145
歯科　小野歯科医院面25－8007

5月23日

内科柿崎医院宙25－2210
外科　加　藤　医　院宙26－2653

歯科　高沢歯科医院面25－5220

5月30日

内科亘理医院盆25－8501
外科堤　医院面25－1181
歯科　　真壁歯科医院（蔵王町）宙　32ト3122

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

■人口41，505人（前月比）一106人
　　　　　　　　　　　　　　帰2q375　帰21，13。

田世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
伸2・9183月31日現在

地籍調査のお知らせ

　地籍調査は、一筆ごとの土地につ

いて、所有者の立ち会いのもとで地

番、地目、境界を調査し、面積を測

定します。

　自石市では昭和55年度から調査が

始まり、これまで小原、白川全地区

および福岡地区の一部が調査を終え

ています。

　本年度の調査区域は、大鷹沢大町

字愛宕ほか18字の土地を、6月中旬

から11月ころまでの予定で調査を

実施いたしますので、土地所有者各

位のご協力をお願いいたします。
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●お問い合わせ先

　白石市福岡長袋字陣場が丘12－13

　（白石市農林振興センター内）

　白石市地籍調査室　露22－1257

目っ葉市』開催のお知らせ

　私たち「青っ葉市の会」は、直売

所（本郷踏切わき）を新たに設置し、

本年2月にオープンいたしました。

今まで以上に皆様に喜んでいただけ

るようがんばりますので、ぜひおい

でください。私たち自慢の野菜と、

自慢の笑顔を皆様にお届けいたしま
す。

公鑛合病院か5の

※医師の交替について

●退職（3月31日付）

内科：富永静男医師、浜口直医師、

　　小金井裕之医師、鈴木基医師

外科：安田満彦医師

●新規採用（4月1日付）

内科：香山秀之医師、稲森正彦医師、

　　海部大樹医師

外科：二瓶義博医師

　以上のように交替になりましたの

で、お知らせいたします。

●直売所開催日時

　毎週水曜日10：00～12：00

●対象品目　野菜、生花、農産加工

品、地域特産品、果物、山菜など

●お問い合わせ先

　自石市農林課農政係　翁22－1253

※白石市いきいきプラザでの定期市

は、従来どおり5月から12月の毎
週土曜日9：00～12：00の開催です。

第23回こどもまつり

●日時　5月23日（日）

●場　所　益岡公園芝生広場

～広場に集まり、みんなで遊ぽう～

※詳しくは、ポスター・チラシ等を

ご覧ください。

※子供たちへ自分の知っている遊び

を伝えてみませんか。あそびコー

ナー出店募集中！

●お問い合わせ先

・第1児童館　宙25－7070

・第2児童館　宙26－3875

市内の交通事故♂／騰鮎

事故発生件数
死亡者数

負傷者数
物損件数

93｛牛（203｛牛）

1人（　1人）

21人（36人）
78｛牛（173｛牛）

役鵬鼎器舗懸週．～
　5月16日（日）から22日（土）ま

での1週間は「春の行政相談週間」

です。

　総務庁では、行政相談制度をより

気軽にご利用いただくため、この1

週間を「春の行政相談週間」として、

全国一斉に各種の行事を実施します。

　行政相談は、国をはじめ、県や市

町村などの行政機関や公庫、公団、

NTT、JRなどの仕事について、

皆さんが日ごろ持っている苦情や意

見、要望などの相談に応じて、その

解決や実現のお手伝いをするもので

す。行政相談委員は、いつでも自宅

で皆さんからのご相談に応じていま

すが、毎月1回は定例相談所を開設

しております。

　相談は無料で、秘密を守ります。

【今月の定例相談日】

●日時　5月17日（月）

　　　　10：00～15：00

●場所白石市役所第2会議室
【白石市担当行政相談委員】

・佐藤きみ子（自宅　宙25－3093）

　白石市上久保3－6

・猪股　三郎（自宅宙25－3974）

　白石市郡山字荒屋敷12－8

困の健康教室のお知らせ

☆表彰

　＊母と子のよい歯のコンクール

　＊8020よい歯のコンクール

　＊図画・ポスターコンクール

☆講演会「心の健康と食生活」

　講師　大沢　博（岩手大学名誉教授）

☆お口の記念写真コーナー

☆試食と健康茶コーナー

☆ちびっこコーナー（人形劇、石こ

う動物、うちわらくがき）など…

●お問い合わせ先

　小野歯科医院　宙25－8007

　　　　　≦籔

善羅・　　一蝦

●日時　6月12日（土）

　　　　12：00～16：00

●場所キューブ
　　（白石市文化体育活動センター）

　心の乱れは食の乱れから、食の乱

れは虫歯・歯周病から・

　ムシバは実は、歯ばかりでなく心

までムシバんでいくのです。

　講演会・試食・体験コーナーを楽

しみながら、口の病気がわかってく

る「歯の健康教室」。ご家族みんな

でご来場ください。

こ塗難唇鞭が

　4月1日から、各ごみ処理施設の

ごみ搬入受付時間を、お昼の休憩時

間も受け付けすることになりました。

【受付時問】

　8＝30～16：30
（土・日曜日、祝祭日は休業日）

※なお、仙南リサイクルセンターの

毎月第3土曜日の不燃性粗大ごみ搬

入（一般家庭）受け付けは、従来ど

おり8130から11：30まで行います。

●お問い合わせ先

・白石衛生センター（弥治郎）

　宙25－4050

・仙南リサイクルセンター（蔵王町）

　盆33－2225

お黙，く、」誕生，

　平成5年の大凶作の経験を踏まえ

て、主食であるお米をいつでも消費

者の皆様に安定して供給できるよ

う、お米を備蓄している制度があり

ます。

　備蓄されたお米は、玄米の状態で

一定期問低温倉庫で保管し、「たくわ

えくん」として販売されます。この

「宮城のたくわえくん」を消費者の

皆様に食べてもらうことにより、大

切な制度が維持されます。

　「宮城のたくわえくん」は、品質

も良く、価格も手ごろです。

●お問い合わせ先

　仙台食糧事務所大河原支所

　盧0224－53－3811

イ

郷班薫、ダ撚
’舜

・1鑓
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－
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“　　　　D
●対象／白石市、角田市、蔵王町、七ヶ宿町、

　大河原町、村田町、柴田町、川崎町、丸

　森町に住む小学校4年生の男子、女子。

　最後までがんばれる入。

●募集人数／約10名

●募集締切／平成11年5月24日（月）

●応募方法／パガキに住所、氏名、生年月

　日、電話番号、在学している小学校名

　を記入。保護者の署名・捺印のうえ、郵

　送してください。

●選考／6月中にオーディションを実施

　します。なお、オーディションの内容

　は事前に応募者に通知します。

●事業の目的／仙南圏域の文化を育てる

　AZ9事業の一環として、将来の地域文

　化の担い手を養成します．

●活動内容／①発声、朗読、演技などのレッ

　スンを行い、AZ9オリジナル脚本で公

　演します。②夏休みには合宿（1泊2日〉

　を行うほか、地域や文化に出会うワー
　クショップ（体験学習）なども行いまず。

　③レッスンは、おもに日曜日、祝日、第2・

　第4±曜日に行います。（年40回程度〉

●費用／養成費用は無料。ただし、交通費

　及び一部実費は各自のご負担となり
　ます。

仙南地域広域行政事務組合企画調整課

〒989－1264柴田郡大河原町字新青川1－1

TELO224（52）2628

∂
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　昨年10月に行われた「川柳カレンダー」第10回全国川柳大会（日本伝統美保

存会主催）で最優秀賞を受賞したのは、鷹巣の菊地れい子さんです。全国の川

柳愛好者約2千人が応募したこの大会で、見事最優秀作を射止めた旬は、「喋（しゃべ）

らない石に男の貌（かお）がある」です。菊地さんが川柳を始めたのは3年前、友

達から誘われ白石川柳会（会長：近江孫太郎氏）に入会しました。広報しろい

し市民文芸欄では「北ちづる」のペンネームでおなじみです。本業は酪農で、

搾乳などのため1日の半分は牛舎に出て乳牛50頭の世話をしています。

。灘蹴畿擬：1鍵愈tモ舞／l』

あって…　　」　　　　　　　　　　　　　喩4
　川柳はいつ作るんですか？「仕事がら深夜　　盤　　　　　　　　，　　野

が多いです。でもよい旬が浮かんだときすぐ　　鵡

書けるよう、牛舎に紙と鉛筆を置いておくん　　一・，　　、一　　一1

です。どんなに忙しくても最低1日に1旬は

書くことにしているんですよ。」　　　　　　1、、織　　　、．湧

　今後の抱負をどうぞ「私の元気のもとは川

柳を作ること。これからもできるだけたくさ　　　　　　　　　　　罵
ん作っていきたい。そのことが、白石の文芸

啓発の手助けになってくれれば最高ですね。」

　川柳同様、酪農の方でも、乳質改善共励会

最優秀賞を今年で3年連続受賞と、今一番ノ

ッテいる菊地さんでした。

‘

第2会議室　　◎2

第2会議室　　⑳2

第2会議室　　＠2

第2会議室　　④2

生活環境課内　④1

第3会議室　　④3

いきいきプラザ

轡

亀
　

東側和室　　⑳1

第4会議室　　⑲4

第3会議室　　⑳3

青少年相談センター④4

農林振興センター

総合福祉センター

総合福祉センター

　　　　　ゆ
　　市の烏
　　ウグイス

10：00～15＝00

10：00～15：00

10：00～15：00

10＝00～15：00

10：00～12：00

　9：30～15：00

　9：00～16＝00

13；00～14：00

10：00～11：30

10：00～15：00

10＝00～15：00

　9：00～17：00

10：00～12：00

　9＝00～16：00

　8＝30～16：00

　　17

　　17

　　17

　　17

　6・25

　　17

毎週肺水・金

リオン13・26

ニホン　28

　　17

　　10
毎週月・火・木・金

　　　10

　　　13

毎週月・火・木・金

人権擁護

行政
税務

活生

社会保険

消費生活
補聴器巡回

サービス
律法料無
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青少年
農　家
母子・寡婦
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　　　　　　　あや
　　佐藤　　彩ちゃ

　　（深谷小三住分校・3年）
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一一　　　　　’　　ギ　　　（東大畑）　臨
　清彦さん、’春番さんご夫婦の長男

　ママからひとこと心
　　パパのように優しい人になってネ嘩

　パパからひとこと　　　　「昏

，．わんばくにたくましく育てよ。
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